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新たな「中期経営計画2012」の策定についてのお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成21年7月2日に公表いたしました中期経営計

画「ﾋﾞｼﾞｮﾝ 2012（2010年5月期～2012年5月期）」（以下、中計「ﾋﾞｼﾞｮﾝ 2012」という）

に代えて、新たな「中期経営計画2012（2011年5月期～2012年5月期）」を策定いたしまし

たので、その骨子をお知らせいたします。 

 

記 
 
１．背景  

当社は、中計「ﾋﾞｼﾞｮﾝ 2012」を平成21年7月2日に公表し、売上規模150億円の新しい「宝

印刷」を築くべく行動を開始してまいりました。 

しかしながら、その後の上場会社の統廃合や新規公開会社数の減少などにより当グルー

プを取り巻く事業環境が大きく変化していることから、本計画初年度である平成22年5月期

の計画と業績との間に乖離が生じましたことはすでに公表しているとおりであります。 

この様な状況下において、中期的な景気動向を正確に予測することは難しいことから、

中計「ﾋﾞｼﾞｮﾝ 2012」を見直し、全役職員が一丸となってビジネス範囲を拡大するための基

盤作りを推進していくため、平成23年5月期の事業環境を踏まえた基本方針および基本施策

による数値目標を設けない新たな「中期経営計画2012」を策定いたしました。 

 

２．「中期経営計画2012」の骨子 

   別紙をご参照ください。 

 

３．本件に関するお問い合わせ先 

 執行役員総務部長 篠原 正雄（TEL. 03-3971-3101）  

以 上 



 

Ⅰ．中期経営計画の名称 

 

「中期経営計画 2012」 
 

Ⅱ．「中期経営計画 2012」の期間 

 

2011 年 5 月期～2012 年 5 月期 
 

Ⅲ．「中期経営計画 2012」 

 

１．宝印刷の将来像 

 
 

２．基本理念 

 

 

当社は、大きな変化が予想されるディスクロージャー

及びＩＲサービスの分野において、蓄積したディスクロー

ジャー支援サービスのノウハウやIT技術を駆使し、お客

様の企業価値の向上とディスクロージャー制度の発展

に貢献する。



 

３．全社基本施策 

 

 

経営戦略

３） 「ＣＳＲ３ヶ年計画」の推進

① 内部統制のより一層の充実
② 社員を大切にする取り組み

（人財育成・ワークライフバランス・ダイバーシティー）
③ ｢品質」「環境」「森林認証」「プライバシーマーク」「情報セキュリティ」と「業務」との融合

（品質マネジメントシステム・ＪＩＳＱ９００１：２００８・ＩＳＯ９００１：２００８）

（環境マネジメントシステム ・ＪＩＳＱ １４００１：２００４・ＩＳＯ１４００１：２００４）

④ 販売部門と製造部門の効率化追求

４） 新規事業の構築

２） 「宝印刷グループ」の拡大とグループ経営の展開

１） ディスクロージャー＆ＩＲ支援サービスでシェアＮｏ1を目指すための体制の構築
①金融業 ②大企業 ③製造業 ④サービス業 ⑤別記事業 ⑥投信等
とする業種別の組織体制への移行

当社2004年4月同時取得・導入
2009年2月登録更新

３） 高品質保証体制の確立
① 高品質製品・サービスの提供体制
② スピードある生産体制
品質とスピードのプロセス改善に伴う無駄の排除によりコスト競争力を高める

営業戦略

１） 販売体制強化の確立
① 顧客との「face to face」管理体制
② 業種別営業担当者体制
③ 個社別営業管理・品質管理体制
④ 個人別売上目標の徹底

２） 国際会計基準への対応
① 国際会計基準関連新規サービスの開発
② 販売体制をも踏まえた研究部門の業種別体制

４） ＩＴに係るサービス力・開発力の強化、次世代システムの開発

５） ディスクロージャー翻訳部の体制強化

６） 原価低減への取り組み



 

４．推進体制（7 月 1 日現在） 

 


